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り
英
語
の
会
話
を
試
み
た
り
し
た
と
き
の
わ
く
わ
く
し
た
体
験

を
語
る
人
も
い
て
、
鮮
明
な
記
憶
が
脳
裏
に
刻
ま
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

こ
の
七
人
の
女
生
徒
は
み
な
外
国
人
で
、
六
人
ま
で
が
西
洋

思
う
と
、
惜
し
い
こ
と
で
あ
る
。

戦
前
の
美
校
に
入
学
し
た
女
性
と
い
う
と
、
す
ぐ
に
こ
の
マ

リ
ー
・
イ
ー
ス
ト
レ
ー
キ
の
名
が
思
い
浮
か
ぶ
が
、
彼
女
の
よ

う
に
き
ち
ん
と
卒
業
し
な
い
ま
で
も
、
在
学
し
た
女
性
は
ほ
か

に
も
い
る
。
メ
リ
ー
・
ロ
イ
ド
（
明
治
三
十
三
年
、
西
洋
画
科
、

イ
ギ
リ
ス
）、
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
・
ハ
イ
ド
（
同
三
十
四
年
、
同

科
、
ア
メ
リ
カ
）、
ハ
イ
エ
ッ
ト
・
デ
リ
ン
ジ
ャ
ー
（
同
四
十

二
年
、
日
本
画
科
、
同
）
ら
短
期
の
在
学
者
だ
。
ま
た
、
一
時

期
通
学
を
許
さ
れ
た
者
に
ラ
ギ
ー
・
ゾ
ル
フ
（
昭
和
三
年
、
西

洋
画
科
、
ド
イ
ツ
）、
張
吟
秋
（
同
年
、
同
科
、
中
国
）、
ヘ
レ

ン
・
エ
ン
ド
マ
ン
ス
・
ド
ル
フ
（
同
六
年
、
彫
刻
科
、
ド
イ
ツ
）

ら
が
い
る
。
こ
の
な
か
で
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
・
ハ
イ
ド
は
美
校
の

元
助
教
授
狩
野
友
信
の
弟
子
で
、
元
校
長
岡
倉
天
心
が
率
い
る

日
本
絵
画
協
会
展
に
出
品
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
天
心
が
美

校
と
の
仲
介
を
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
張
吟
秋
は
女
子
美

術
学
校
の
卒
業
生
で
、
中
華
民
国
特
命
全
権
公
使
・
汪
栄
宝
の

要
請
で
通
学
が
特
別
に
許
さ
れ
た
。
ラ
ギ
ー
・
ゾ
ル
フ
は
ド
イ

ツ
大
使
の
娘
だ
か
ら
、
政
府
筋
の
後
押
し
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

ほ
か
は
出
自
や
入
学
・
一
時
通
学
許
可
の
事
情
を
推
測
す
る
手

が
か
り
が
な
い
。

彼
女
た
ち
は
、
モ
デ
ル
以
外
に
女
性
の
姿
を
見
る
こ
と
の
な

い
美
校
で
は
当
然
目
立
つ
存
在
で
あ
り
、
関
心
の
的
で
あ
っ
た

た
め
か
、
い
ろ
い
ろ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
卒
業

生
た
ち
の
回
想
記
を
読
む
と
、
マ
リ
ー
・
イ
ー
ス
ト
レ
ー
キ
が

遊
動
円
木
に
興
じ
て
い
る
姿
を
懐
か
し
む
人
が
あ
れ
ば
、
図
画

師
範
科
の
白
浜
徴
の
部
屋
で
鶴
田
機
水
に
日
本
画
を
習
っ
て
い

た
ハ
イ
エ
ッ
ト
・
デ
リ
ン
ジ
ャ
ー
の
姿
を
皆
で
覗
き
に
行
っ
た

マ
リ
ー
・
イ
ー
ス
ト
レ
ー
キ

明
治
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
年
の
あ
る
日
、
蓬
髪
で
衣
服
に

も
無
頓
着
な
生
徒
の
多
い
西
洋
画
科
の
教
室
が
い
つ
に
な
く
ざ

わ
め
い
て
い
た
。
女
生
徒
が
入
学
す
る
と
い
う
の
だ
。
し
か
も

ア
メ
リ
カ
国
籍
だ
と
い
う
。
教
師
の
長
原
孝
太
郎
に
懇
々
と
言

い
含
め
ら
れ
た
生
徒
た
ち
は
、
彼
女
の
使
う
イ
ー
ゼ
ル
に
菜
の

花
や
蒲
公
英
を
飾
っ
て
、
紳
士
的
に
入
来
を
待
ち
構
え
た
。
女

性
の
名
は
マ
リ
ー
・
イ
ー
ス
ト
レ
ー
キ
。
祖
父
は
日
本
に
近
代

歯
科
医
学
を
初
め
て
も
た
ら
し
た
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ク
ラ
ー
ク
・

イ
ー
ス
ト
レ
ー
キ
、
父
は
英
語
辞
典
の
刊
行
や
英
語
教
育
で
名

高
い
フ
ラ
ン
ク
・
ウ
ォ
ー
リ
ン
ト
ン
・
イ
ー
ス
ト
レ
ー
キ
で
、

母
は
日
本
人
だ
。
普
通
に
日
本
語
を
話
す
が
容
貌
は
ア
メ
リ
カ

人
風
で
あ
っ
た
。

彼
女
の
東
京
美
術
学
校
（
美
校
）
入
学
を
決
め
た
の
は
西
洋

画
科
主
任
の
黒
田
清
輝
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
紅
一
点
の
マ
リ

ー
は
熱
心
に
勉
強
し
、
い
い
成
績
を
収
め
た
の
で
、
同
級
生
に

は
む
し
ろ
い
い
刺
激
を
与
え
た
よ
う
だ
。
講
道
館
で
柔
道
も
習

っ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
黒
田
も
心
配
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

卒
業
制
作
自
画
像
（
大
学
美
術
館
蔵
）
を
見
る
と
、
確
り
し
た

性
格
の
溌
剌
と
し
た
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
卒

業
後
、
さ
ら
に
研
究
科
に
進
み
、
黒
田
の
率
い
る
白
馬
会
に
出

品
す
る
な
ど
意
欲
的
な
姿
勢
を
見
せ
た
が
、
大
正
二
（
一
九
一

三
）
年
に
日
本
人
の
銀
行
員
と
結
婚
し
、
消
息
を
絶
っ
て
し
ま

っ
た
。
も
し
も
彼
女
が
美
術
界
で
活
躍
し
て
い
た
と
し
た
ら
、

女
性
に
対
す
る
い
わ
れ
の
な
い
偏
見
を
打
ち
消
し
、
後
述
の
よ

う
な
美
校
の
女
生
徒
受
け
入
れ
運
動
に
も
力
を
与
え
た
ろ
う
と

第
五
回

紅
一
点

吉
田
千
鶴
子

藝
大
美
術
学
部
の
前
身
、
東
京
美
術
学
校
を
卒
業
し
た

最
初
の
女
性
は
ア
メ
リ
カ
国
籍
だ
っ
た
。

「
美
校
騒
動
」
を
経
て
終
戦
に
至
る
女
性
を
め
ぐ
る
近
代
史
。

紅一点のマリー・イーストレーキ　明治40年卒業記念写真

マリー・イーストレーキ筆　卒業制作自画像
明治40年　大学美術館蔵
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「
諸
悪
」
が
暴
露
さ
れ
た
り
種
々
の
改
革
論
が
闘
わ
さ
れ
た
り

し
た
事
件
だ
っ
た
。
し
か
し
、
美
校
を
根
本
的
に
改
革
し
よ
う

と
い
う
趣
旨
の
国
民
美
術
協
会
改
革
案
も
、
ま
た
、
外
の
改
革

論
も
女
生
徒
受
け
入
れ
問
題
を
一
顧
だ
に
し
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
結
局
、
改
革
派
の
人
々
に
は
男
女
共
学
が
美
術
教
育
制
度

の
根
幹
に
か
か
わ
る
重
要
な
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
の
だ
。

そ
れ
に
比
べ
れ
ば
美
校
当
局
・
正
木
校
長
の
姿
勢
は
冷
静
沈

着
だ
っ
た
。
改
革
運
動
が
急
速
に
鎮
火
し
て
暫
く
た
っ
た
大
正

十
年
二
月
、
美
校
は
校
長
・
各
科
教
官
合
意
の
も
と
に
女
生
徒

受
け
入
れ
を
決
定
し
た
。
こ
の
決
定
に
は
折
か
ら
の
大
正
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
気
運
の
も
と
で
の
教
育
界
・
言
論
界
に
お
け
る
女
子

高
等
教
育
促
進
運
動
（
特
に
美
校
を
女
子
に
も
開
放
せ
よ
と
い

う
要
求
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
た
）
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
が
、
美
校
側
は
む
し
ろ
こ
の
機
に
乗
じ
て
積
極
的

に
懸
案
を
解
決
し
よ
う
と
し
、
受
け
入
れ
の
た
め
の
規
則
改
正

を
文
部
大
臣
に
上
申
し
た
。
上
申
に
際
し
て
正
木
校
長
が
「
現

代
は
既
に
共
学
の
弊
害
を
云
為
す
る
時
で
な
く
方
法
も
頗
る
簡

単
で
唯
規
定
を
改
正
し
さ
へ
す
れ
ば
よ
い
。
曩
に
女
子
の
入
学

を
許
し
た
東
北
医
大
で
も
成
績
が
よ
い
か
ら
是
非
と
も
我
校
で

も
実
行
し
た
い
」
と
述
べ
た
と
『
東
京
日
日
新
聞
』
が
報
じ
て

い
る
。
し
か
し
、
予
算
不
足
を
理
由
に
ま
た
し
て
も
却
下
。
次

年
度
は
実
施
の
具
体
案
を
提
示
し
た
が
、
こ
れ
も
却
下
。
そ
の

後
も
昭
和
八
年
ま
で
根
気
よ
く
要
請
し
続
け
た
が
、
全
て
徒
労

に
終
わ
り
、
戦
時
色
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
な
か
で
は
要
請
す
ら

で
き
な
い
状
態
と
な
っ
て
、
遂
に
男
子
校
の
ま
ま
終
戦
に
至
っ

た
の
で
あ
っ
た
。

（
よ
し
だ
・
ち
づ
こ
／
美
術
学
部
教
育
資
料
編
纂
室
）

プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
の
時
代
　
昭
和
六
年
〜
十
二
年

東
京
音
楽
学
校
の
管
弦
楽
を
六
年
間
に
わ
た
り
率
い
た
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
は
、
グ
ス
タ

フ
・
マ
ー
ラ
ー
の
弟
子
で
、
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
客
演
指
揮
者
と
し
て
マ
ー

ラ
ー
の
全
交
響
曲
と
歌
曲
を
指
揮
し
た
実
績
を
持
つ
。
プ
リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
の
着
任
と
と
も

に
近
現
代
の
難
曲
が
演
奏
会
に
並
び
、
賛
否
両
論
の
批
評
が
新
聞
雑
誌
を
賑
わ
せ
た
。

次
号
予
告

ら
女
生
徒
が
徐
々
に
増
え
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
経
緯
が
異
な

る
。
で
は
美
校
は
な
ぜ
約
六
〇
年
も
の
間
女
生
徒
を
受
け
入
れ

な
か
っ
た
の
か
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
原
因
は
美
校
で
は
な
く

文
部
省
・
政
府
側
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

美
校
創
立
当
初
の
規
程
に
は
男
子
校
で
あ
る
と
は
記
さ
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
明
文
化
さ
れ
て
い
な
い
規
定
で
も
あ
っ
た

の
か
、
あ
る
い
は
女
性
の
受
験
生
が
皆
無
だ
っ
た
の
か
、
合
格

者
は
男
子
の
み
で
あ
っ
た
。
開
校
後
ま
も
な
い
明
治
二
十
三
、

四
年
の
新
聞
が
、
美
校
教
官
の
間
に
絵
画
な
ど
は
男
子
よ
り
も

女
子
に
学
ば
せ
る
ほ
う
が
適
当
だ
と
い
う
議
論
が
起
こ
っ
て
女

子
部
設
置
の
検
討
を
し
て
い
る
と
報
じ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る

と
、
情
勢
は
流
動
的
だ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
問
題
は
進
展
を
み

な
い
ま
ま
明
治
三
十
一
年
の
美
校
騒
動
（
本
誌
第
十
一
号
参
照
）

に
よ
る
動
揺
期
を
経
て
同
三
十
四
年
か
ら
敏
腕
校
長
正
木
直
彦

の
時
代
と
な
る
。
正
木
が
そ
の
手
始
め
の
大
仕
事
と
し
て
文
部

省
の
専
門
学
校
令
制
定
（
明
治
三
十
六
年
）
準
備
に
伴
う
美
校

制
度
改
革
の
検
討
を
進
め
る
な
か
で
、
潜
伏
し
て
い
た
女
生
徒

受
け
入
れ
問
題
が
浮
上
し
、
検
討
の
結
果
、
正
木
は
文
部
大
臣

に
受
け
入
れ
実
施
の
建
議
を
し
た
。
し
か
し
、
文
部
当
局
に
反

対
者
が
多
く
実
施
は
困
難
と
み
る
言
論
界
の
観
測
ど
お
り
、
建

議
は
否
定
さ
れ
、
明
治
三
十
八
年
の
美
校
規
則
大
改
正
の
際
、

逆
に
男
子
校
で
あ
る
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
美
校

側
は
こ
の
問
題
を
重
要
と
見
て
保
留
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
。

女
生
徒
受
け
入
れ
に
動
い
た
正
木
直
彦

と
こ
ろ
で
、
大
正
五
年
の
春
に
は
再
び
美
校
騒
動
が
起
こ
っ

て
い
る
。
正
木
の
輝
か
し
い
経
歴
に
傷
を
つ
け
た
と
言
わ
れ
る

美
校
改
革
運
動
の
勃
発
だ
。
美
校
当
局
の
長
髪
・
和
服
・
縞
物

外
套
禁
止
を
は
じ
め
と
す
る
風
紀
粛
清
に
生
徒
が
猛
反
発
し
た

こ
と
が
発
端
と
な
り
、
元
西
洋
美
術
史
教
授
岩
村
透
の
煽
動
に

よ
り
生
徒
・
教
官
・
卒
業
生
そ
の
他
を
巻
き
込
ん
だ
改
革
運
動

に
発
展
。
国
民
美
術
協
会
が
文
部
大
臣
に
美
校
改
革
案
を
提
出

す
る
に
至
っ
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
沸
き
立
た
せ
、
美
校
の

人
だ
。
美
校
が
日
本
人
女
性
を
排
斥
し
て
お
き
な
が
ら
、
外
国

人
女
性
を
特
例
と
し
て
受
け
入
れ
た
の
は
、
別
に
そ
う
し
た
規

則
が
あ
っ
た
た
め
で
は
な
く
、
外
交
上
の
観
点
に
よ
る
臨
時
の

措
置
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
そ
の
時
々
の
政
府
お
よ
び
美
校
当

局
者
の
判
断
に
任
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
日
本
人
女
性
は
そ

の
特
例
の
対
象
に
す
ら
な
ら
ず
、
美
術
を
志
す
女
性
は
教
育
体

制
や
環
境
に
お
い
て
大
き
な
隔
た
り
の
あ
る
私
立
の
女
子
美
術

学
校
（
明
治
三
十
四
年
創
設
当
初
は
刺
繍
・
造
花
・
裁
縫
・
日

本
画
・
西
洋
画
の
部
門
が
あ
っ
た
）
や
私
設
の
研
究
所
そ
の
他

で
学
ぶ
以
外
に
途
は
な
か
っ
た
。

男
子
校
で
あ
る
こ
と
を
明
文
化

さ
て
、
本
学
の
学
生
は
、
四
、
五
年
前
か
ら
男
性
よ
り
女
性

が
多
く
な
り
、
今
は
美
術
学
部
も
女
生
徒
の
ほ
う
が
多
い
と
い

う
（
学
生
課
樫
田
氏
談
）。
自
然
な
成
り
行
き
で
あ
っ
て
、
結

構
な
こ
と
だ
。
た
だ
し
、
音
楽
学
部
は
前
身
の
東
京
音
楽
学
校

が
も
と
も
と
男
女
共
学
で
あ
っ
た
か
ら
、
女
生
徒
が
多
い
の
は

当
然
だ
が
、
美
術
学
部
は
前
身
の
美
校
が
上
述
の
よ
う
に
男
子

校
で
、
戦
後
の
昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指

令
に
よ
る
教
育
民
主
化
政
策
の
も
と
で
男
女
共
学
に
な
っ
て
か

昭和6年4月彫刻科塑造部入学生とヘレン・エンドマンス・
ドルフ。後列中央は北村西望


